
　
真
庭
市
市
制
施
行
20
周
年
記

念
イ
ベ
ン
ト
「
ま
に
わ
20
祭
！
」

の
記
念
式
典
で
、Dance

Club 
VIVO

が
披
露
し
た
ダ
ン
ス
の
様

子
を
撮
影
し
ま
し
た
。
今
ま
で
真

庭
を
支
え
て
き
た
先
人
た
ち
へ
の

感
謝
と
、
こ
れ
か
ら
明
る
い
未
来

へ
向
か
っ
て
い
く
こ
と
を
表
現
し

た
ダ
ン
ス
に
、
来
場
者
た
ち
は
見

入
っ
て
い
ま
し
た（
2
㌻
か
ら
関

連
記
事
）。 まにわ20祭!　　　　　　 P02～
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①式典会場の様子　②エスパス合唱団による「True 
Garden」の合唱　③真庭高校・勝山高校の生徒たちに
よる市民憲章朗読　④真庭大使の皆さんからのビデオ
メッセージ　⑤太田市長のあいさつ　⑥～⑧市内外で活
動するダンスチームによるステージパフォーマンス

　6月8日、久世エスパスセンターで真庭市市制施行20周年記念イベ
ント「まにわ20祭！」が開催されました。ホールでは記念式典が行われ、
エスパス合唱団による合唱や市民憲章の朗読、真庭大使からのビデオ
メッセージの上映、ステージパフォーマンスなどが行われました。また、
土広場にはマルシェや体験ブース、遊び場コーナーが出現。多くの人が
訪れ、皆さんの笑顔や子どもたちの歓声であふれていました。
真庭市は誕生して20年という節目を迎え、次の20年に向けて歩みだ

しました。みんなでにぎやかな共生の地域社会を築いていきましょう。

①

②

③

⑥

④

⑦

⑤

⑧

記念式典

真庭市市制施行
20周年記念イベント

まにわ20祭！
さい
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来場者は、グルメや買い物を楽しんでい
ました。行列ができる店舗や売り切れ
になる店舗もありました。

来場者の皆さんが作ってくれ
た、真庭市の20周年をお祝い
するパネルを、市役所本庁舎
1階ロビーに展示しています。
ぜひご覧ください。
（展示期間は未定です。）

木材チップのプールや段ボー
ル迷路など、子どもたちが楽
しそうに遊んでいました。

工作体験や人気の乗り物に乗れるコー
ナーなど、子どもから大人まで楽しめる・
ためになるブースがたくさん出展しました。

多くの来場者でにぎわう会場

サプライズで行われたフラッシュモブ

マルシェ

遊び場コーナー

体験ブース

20周年おめでとうパネル 展示中
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5
月
23
日
、
真
庭
市
と
民
間
各
社
で
立
ち
上
げ
る
「
真
庭
版

農
業
支
援
サ
ー
ビ
ス
事
業
体
」
の
設
立
準
備
室
を
設
置
す
る
発

表
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
は
、パ
ソ
ナ
グ
ル
ー

プ
、
パ
ソ
ナ
農
援
隊
、
丹
後
王
国
ブ
ル
ワ
リ
ー
、TOPPAN

エ
ッ

ジ
、
天
満
屋
、
中
国
銀
行
の
6
社
が
参
画
（
6
月
20
日
時
点
）。

民
間
企
業
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
生
か
し
、
農
作
業
受
委
託
の
マ
ッ
チ

ン
グ
や
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
交
付
金
な
ど
の
事
務
支
援
、

販
路
開
拓
、
就
農
支
援
な
ど
農
業
者
を
サ
ポ
ー
ト
し
、
農
協
な

ど
の
役
割
を
補
完
す
る
新
た
な
法
人
設
立
を
目
指
し
ま
す
。
準

備
室
は
本
庁
舎
内
に
置
か
れ
、
国
の
制
度
な
ど
を
活
用
し
民
間

か
ら
の
人
材
派
遣
も
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

「真庭版農業支援サービス事業体」 設立プロジェクト「真庭版農業支援サービス事業体」 設立プロジェクト
「農業」を軸に地方創生を目指す「農業」を軸に地方創生を目指す

5
月
28
日
か
ら
6
月
1
日
ま
で
開
催
さ

れ
た
大
阪
・
関
西
万
博
会
場
の
地
方
創
生

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
フ
ェ
ス
に
真
庭
市
が
出
展
し
ま

し
た
。
地
方
創
生
と
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
テ
ー
マ

に
、全
国
39
の
地
域
の
取
り
組
み
を
学
び
、

体
験
で
き
る
企
画
で
、
ゲ
ー
ム
感
覚
で
楽

し
く
各
ブ
ー
ス
を
巡
り
、
地
域
の
魅
力
を

発
見
で
き
る
内
容
。
真
庭
市
は
ヒ
ノ
キ
を

使
っ
た
ボ
ー
ル
プ
ー
ル
な
ど
、
地
元
木
材

を
使
用
し
た
展
示
を
行
い
、
来
場
者
は
展

示
物
に
触
れ
、
真
庭
の
木
の
温
も
り
を
肌

で
感
じ
て
い
ま
し
た
。

5
月
20
日
、
選
挙
管

理
委
員
会
が
開
催
さ

れ
、
委
員
長
に
福
山
眞

知
子
さ
ん
が
、
委
員
長

職
務
代
理
者
に
宮
島
節

さ
ん
が
そ
れ
ぞ
れ
再
任

さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

新
た
な
委
員
に
大
美
昌

司
さ
ん
が
任
命
さ
れ
ま

し
た
。
任
期
は
、
令
和

11
年
5
月
19
日
ま
で
の

4
年
間
で
す
。

真
庭
市
選
挙
管
理
委
員
会

新
体
制
が
決
ま
る

大
阪・関
西
万
博
会
場
に
出
展

Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
フ
ェ
ス
で
魅
力
を
発
信

真庭市のブースで展示物に触れる来場者

看板が据えられた設立準備室スペース

職務代理者　宮
みや

島
しま

節
みさお

さん
（70歳／月田）

委員長　福
ふく

山
やま

眞
ま

知
ち

子
こ

さん
（71歳／久世）

委員　大
おお

美
み

昌
しょう

司
じ

さん
（66歳／蒜山上長田）

委員　河
こ

内
うち

勝
かつ

彦
ひこ

さん
（65歳／月田本）

プロジェクト開始に意気込む各社の代表と太田市長（写真左から3人目）

▲インスタグラムで
　情報発信中
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昭和100年、戦後80年を考える
（その1）
　本年は昭和100年、戦後80年に当たります。1世代を
30年として、その時代と社会、人生を振り返ることに
しましょう。時間の連続性を保つため西暦を使います。

　1926年（昭和元年）に生まれた人は、敗戦の年（1945
年）には19歳でした。その約20年間はまさに「戦争の
昭和」と言えるのではないでしょうか。簡単に約20年
間を振り返りますと、1925年に普通選挙法が成立し、
男性は納税に関係なく選挙権を取得（女性は戦後）す
るという画期的なことがありました。一方で、治安維
持法ができました。昭和初期は大正デモクラシーの影
響があり、政党が内閣を作り、政治を行う機能があ
りましたが、1930年の浜口総理大臣襲撃（後日死亡）、
1932年の五・一五事件での犬養総理大臣の殺害、1936
年の二・二六事件での反乱（高橋大蔵大臣など 9名が
死亡）などで政党政治が終わりを告げました。1931年
の満州事変、1937年から日中戦争、更に1941年から第
2次世界大戦になり、1945年 8 月の日本の無条件降伏
で戦争が終わるのです。
　徴兵はもともと20歳だったので、陸軍士官学校など
に入学した職業軍人などを除き、兵役経験はない人が
多いですが、学業に専念できず、工場や軍用に徴用さ
れ、食料難にも苦しんだのです。空襲により多数の犠
牲者が出ました。沖縄、広島、長崎も忘れてはなりま
せん。ひめゆり学徒隊もその一つです。父親が戦死さ
れた方もいるでしょう。なお、1926年より少し前に生
まれた戦没学徒の手記「きけ わだつみのこえ」は私
に平和のために戦うことを教える愛読書です。
　1945年の敗戦により軍国主義から一転して民主主義
が唱えられ、戸惑った記憶が鮮明な人たちが多いはず
です。日本経済は、1950年に勃発した朝鮮戦争の特需
を契機に立ち直り、1955年頃から高度経済成長へ入り
ます。1956年の出生数167万人（最高は1949年の269万
人）、合計特殊出生率2.22ですから、子どもが 3人く
らい当たり前でした。高度成長政策、所得倍増政策が
進行し、重化学工業として水島などの新産業都市が誕
生。若者は就職で都市へ流れ、農業の衰退と過疎過密
が問題になり始めました。井沢八郎の「あゝ上野駅」
の時代です。1962年に国立工業高等専門学校が設置さ
れたことも象徴の一つです。「三種の神器」として家
庭に白黒テレビ、洗濯機、冷蔵庫が急速に普及した時
代でもあります。
 （次号に続く）

　

新
た
に
地
域
お
こ
し
協
力
隊
に
な
っ
た

山
本
水
月
隊
員
の
着
任
報
告
会
が
、6
月

10
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
山
本
隊
員
は
大

阪
府
出
身
で
、
両
親
が
真
庭
市
場
高
槻
店

で
真
庭
を
知
り
、
な
り
わ
い
塾
に
参
加
し

た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
移
住
を
決
意
。
市

外
出
身
者
の
視
点
と
前
職
で
タ
レ
ン
ト
の

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
の
発
信
な
ど

に
携
わ
っ
て
い
た
経
験
を
生
か
し
、
真
庭

観
光
局
と
連
携
し
て
地
域
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
活
動
に
取
り
組
み
ま
す
。
真
庭
の
魅
力

を
国
内
外
に
広
く
発
信
し
て
い
き
ま
す
。

　

市
長
が
地
域
に
出
向
き
、
市
民
と
膝
を

突
き
合
わ
せ
て
自
由
な
意
見
交
換
を
行
う

「
市
長
と
話
そ
う
！
」
が
6
月
12
日
、
落

合
地
域
の
開
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ハ
ウ
ス
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
集
い
の
場
の
「
開
田

体
操
サ
ロ
ン
」
の
メ
ン
バ
ー
24
人
が
参
加

し
、
サ
ロ
ン
活
動
を
中
心
と
し
た
地
域
住

民
の
健
康
づ
く
り
や
、
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
地
域
づ
く
り
な
ど
を
テ
ー
マ
に
会
は
進

行
。
核
家
族
化
し
て
い
る
近
年
の
現
役
世

代
を
孤
立
化
さ
せ
な
い
支
援
策
な
ど
に
つ

い
て
意
見
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊
着
任
報
告
会

真
庭
の
魅
力
を
世
界
に
発
信

「
市
長
と
話
そ
う
！
」を
開
催

安
心
、健
康
な
地
域
を
目
指
し

太田市長（写真中央）を囲み、談笑するサロンメンバー

任命書を受け取る山本水月隊員（写真左）
＜第1世代（1926年生まれ。モデルとして30歳で
   結婚と想定）＞
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農作物の盗難に注意
　県内全域で農作物の盗難が増えています。保管庫や保冷庫に
施錠をしたり、収穫物は放置せずに持ち帰ったりするなど、盗
難防止対策をしましょう。また、被害に遭った場合や疑わしい
事案があった場合には、迷わず警察に通報・相談しましょう。

▶生産者ができる取り組み

▶地域でできる取り組み

真庭市の人口

代表電話番号
（地域振興課・出張所）

総数　　40,296人(-49)
男　　　19,417人(-24)
女　　　20,879人(-25)
世帯数　17,354世帯(-3)
令和7年6月1日現在
（  ）は前月との比較

▶本庁舎
　TEL 0867-42-1111
FAX 0867-42-1341

▶蒜山振興局
　TEL 0867-66-2511
FAX 0867-66-4401

▶北房振興局
　TEL 0866-52-2111
FAX 0866-52-4496

▶落合振興局
　TEL 0867-52-1111
　FAX 0867-52-1939
▶勝山振興局
　TEL 0867-44-2607
FAX 0867-44-4569

▶美甘振興局
　TEL 0867-56-2611
FAX 0867-56-2033

▶湯原振興局
　TEL 0867-62-2011
FAX 0867-62-2097

▶中和出張所
　TEL 0867-67-2111
FAX 0867-67-2205

▶川上出張所
　TEL 0867-66-3611
FAX 0867-66-4402

▶真庭市消防本部
　TEL 0867-42-1190
　FAX 0867-42-1672

　

マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
か
ら
ス
マ
ホ

で
国
民
年
金
手
続
の
電
子
申
請
が

で
き
ま
す
。

■
主
な
対
象
手
続
き　

・
国
民
年
金
保
険
料
免
除
・
納
付

猶
予
の
申
請　

経
済
的
に
保
険
料
の
納
付
が
困
難

な
場
合
に
、
納
付
の
免
除
、
ま
た

は
猶
予
を
申
請
す
る
手
続
き　

・
国
民
年
金
保
険
料
学
生
納
付
特

例
の
申
請　
　
　

学
生
が
保
険
料
の
納
付
が
困
難
な

場
合
に
、
納
付
の
猶
予
を
申
請
す

る
手
続
き　
　

・
国
民
年
金
付
加
保
険
料
納
付
申

出
（
辞
退
）
の
申
し
出　

将
来
の
老
齢
基
礎
年
金
の
額
を
増

や
す
場
合
に
、
付
加
保
険
料
を
納

付
す
る
た
め
の
手
続
き　
　

■
メ
リ
ッ
ト　
　

・
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
簡
単
に
申

請
で
き
ま
す　
　

・
24
時
間
3
6
5
日
、
申
請
で
き

ま
す　
　

・
処
理
状
況
や
申
請
結
果
が
確
認

で
き
ま
す　

■
申
請
方
法　
　

①
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
「
マ
イ
ナ

ポ
ー
タ
ル
」
ア
プ
リ
を
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド　

②
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
と
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
で
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル

に
ロ
グ
イ
ン
（
4
桁
の
暗
証
番
号

が
必
要
）　　

③
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
の
ト
ッ
プ
画

面
で
「
年
金
」
を
タ
ッ
プ
し
、「
国

民
年
金
に
加
入
す
る
方
、
加
入
中

の
方
の
手
続
き
」
を
選
択　

■
問
い
合
わ
せ
先

日
本
年
金
機
構　

ね
ん
き
ん
加
入

者
ダ
イ
ヤ
ル

℡  
0
5
7
0（
0
0
3
）0
0
4

■
日
本
年
金
機
構

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
▼

問  真庭警察署　℡  0867-44-6110

農作物の盗難被害増加中 それぞれができる対策を

岡山県
ホームページ▲

収穫物は園地に放置
せずに持ち帰る

管理の徹底

園地にネットや柵な
どを設置し、侵入し
にくい環境を作る

環境整備

地域の生産者や警察
と連携してパトロー
ルを実施する

警戒活動

ハウス、収穫物の保
管庫、米の保冷庫な
どの施錠を徹底する

掛け

防犯カメラ、センサー
ライトなどを設置する

侵入対策

不審な人物、車両を
見つけたら110番通報
する

迷わず通報

脚立や収穫用コンテ
ナを園地から小まめ
に撤収する

整理整頓

「盗難警戒中」「立入
禁止」などの看板や
張り紙を設置する

警戒表示

不審な人物などを見分
けるため、腕章や車両
用ステッカーを作成する

見分ける工夫

マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
か
ら
手
続
き
を

国
民
年
金
に
加
入
中
の
人
、

加
入
す
る
人
へ
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この夏は涼しい屋内遊び場へ行こう！

　生ごみを活用した資源循環型社会への理解を深めてい
ただくため、「真庭市くらしの循環センター夏休み見学
会」を開催します。この機会に、皆さんが資源として分
別した「生ごみ」のゆくえを見てみましょう。足湯カフェ
も開催します。気軽にお越しください。
▶日　　時　8月9日㈯、11日㈪  午前10時～、午後1時30分～
　　　　　　（見学時間は1時間程度を予定）　
▶対　　象　小学生とその保護者
▶参 加 費　無料　
▶申込方法
　参加申込書に必要事項を記入し、メール、ファックス、
または環境課・各振興局に持参して申請してください。
参加申込書は真庭市ホームページに掲載しているほか、
環境課、各振興局窓口で配布しています。
▶申込期限　7月25日㈮　
▶問い合わせ先　環境課
　℡  0867-42-1113（℻  7455）   Mail kankyoh@city.maniwa. lg. jp

▶利用料　無料　
▶対象者　乳幼児から高校生（未就学児は保護者の同伴が必要）
▶注意点　・ 安全管理は各家庭でお願いします。
　　　　　・ 会場の形状により遊びの内容は変更になる場合があります。

　　　　  市内7カ所を巡回 安全・快適に遊ぼう

夏休み見学会真庭市くらしの
循環センター

真庭市
ホームページ▶

問  子育て支援課　℡  0867-42-1054(℻1388）
　  Email：kosodate@city.maniwa.lg.jp 真庭市

ホームページ

地域 期間 場所
久世 7 月23日㈬～25日㈮、 28日㈪ 真庭市役所本庁舎（真庭市久世2927-2）
落合 7 月30日㈬～ 8月 3日㈰ 落合総合センター（真庭市落合垂水618）
勝山 8 月 5 日㈫～ 7日㈭ 勝山保健福祉センター（真庭市勝山68-2）
美甘 8 月 9 日㈯～11日㈪ 美甘保健文化センター（真庭市美甘4134）
湯原 8 月13日㈬～15日㈮ 湯原ふれあいセンター（真庭市豊栄1515）
蒜山 8 月17日㈰～20日㈬ 八束コミュニティーセンター（真庭市蒜山富山根154）
北房 8 月22日㈮、 25日㈪～28日㈭ 北房振興局（真庭市下呰部248）

　　　　　　  

　暑くても子どもは思いっきり遊びたいものですが、近年の猛暑の影響
で、夏場に子どもが屋外で遊ぶことが難しくなっており、子どもや子育て
家庭の生活にもさまざまな影響が生じています。そのため真庭市では、
学校などが夏休みとなる期間に、各地域で3日～ 5日間程度の期間限
定で巡回型の屋内遊び場を設置します。涼しい屋内で段ボール迷路など
の室内遊具でしっかり遊べる環境と勉強や読書ができるスペースを提供
します。来場者にはグッズのプレゼントもあります （なくなり次第終了）。
遊びの内容や注意点はホームページでご確認ください。
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7月の休日急患担当医

6日
・津山中央まにわ病院・勝山
　0867-44-2671 （℻2989）
・米田医院 （内）・勝山
　0867-44-2132 （℻4749）

13日
・金田病院・落合
　0867-52-1191 （℻1917）
・杉江医院 （内）・落合
　0867-52-3456 （℻3218）

20日
・湯原温泉病院・湯原
　0867-62-2221 （℻2223）
・しんまち診療所 （内）・勝山
　0867-44-1220 （℻1221）

21日
・勝山病院・勝山
　0867-44-3161 （℻5331）
・本山医院 （内）・落合
　0867-52-1551 （℻7172）

27日
・落合病院 （内）・落合
　0867-52-1133 （℻1160）
・金田病院 （外）・落合
　0867-52-1191 （℻1917）
・片岡医院 （内）・湯原
　0867-62-3400 （℻3490）

           ～ 8月～
3日
・津山中央まにわ病院・勝山
　0867-44-2671 （℻2989）
・吉弘クリニック （内）・北房
　0866-52-2704 （℻2636）

10日
・金田病院・落合
　0867-52-1191 （℻1917）
・新庄村診療所 （内）・新庄村
　0867-56-3255 （℻3256）

11日
・湯原温泉病院・湯原
　0867-62-2221 （℻2223）
・河本医院 （内）・落合
　0867-55-2121 （℻2124）

診療時間：午前9時～午後5時

　

美
作
県
民
局
で
は
、
保
育
園
や

こ
ど
も
園
を
見
学
し
、
保
育
の
仕

事
を
体
験
で
き
る
バ
ス
ツ
ア
ー
を

開
催
し
ま
す
。
見
学
後
は
美
作
大

学
で
、
大
学
生
や
保
育
士
と
交
流

が
で
き
ま
す
。
保
育
士
に
興
味
の

あ
る
高
校
生
の
皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

■
開
催
日　

8
月
8
日
㈮　

■
場
所　

県
北
の
保
育
園
・
こ
ど
も
園
、
美

作
大
学　

■
参
加
費　

無
料　

■
申
込
方
法　
　

岡
山
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。　

■
申
込
期
限　

7
月
25
日
㈮

■
問
い
合
わ
せ
先　
　

岡
山
県
美
作
県
民
局
福
祉
振
興
課

子
育
て
支
援
班　
　

℡  
0
8
6
8（
23
）0
1
1
3

℻
0
8
6
8（
23
）6
1
2
9

■
岡
山
県

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
▼

　

真
庭
市
、
新
庄
村
、
真
庭
警
察

署
が
一
緒
に
開
催
し
ま
す
。
防
犯

や
交
通
安
全
に
つ
い
て
学
ん
だ

り
、
警
察
官
を
体
験
し
た
り
で
き

ま
す
。
み
ん
な
の
街
の
安
全
・
安

心
に
つ
い
て
、
一
緒
に
考
え
ま
せ

ん
か
。

■
日
時　

8
月
24
日
㈰　

午
前
10
時
30
分
〜
午
後
0
時
30
分

■
場
所　

勝
山
文
化
セ
ン
タ
ー　

■
参
加
費　

無
料　

■
問
い
合
わ
せ
先　

真
庭
警
察
署
生
活
安
全
課

℡  
0
8
6
7（
44
）6
1
1
0

　

定
額
減
税
補
足
給
付
金
（
不
足

額
給
付
）
と
は
、
令
和
6
年
に
支

給
し
た
定
額
減
税
補
足
給
付
金
の

算
定
に
際
し
、
令
和
5
年
所
得
な

ど
を
基
に
し
た
推
計
額
（
令
和
6

年
分
推
計
所
得
税
額
）
を
用
い
て

算
定
し
た
こ
と
に
よ
り
、
結
果
と

し
て
支
給
額
に
不
足
が
生
じ
た
人

な
ど
に
対
し
、
不
足
す
る
額
を
支

給
す
る
も
の
で
す
。

　

給
付
対
象
と
な
る
人
に
は
、7

月
下
旬
以
降
、
順
次
手
続
き
の
た

め
の
文
書
を
発
送
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先　

税
務
課

℡  
0
8
6
7（
42
）1
1
1
4

℻
0
8
6
7（
42
）1
2
4
0

■
真
庭
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
▼

　真庭市では、子ども、子育て施策を市政の最優先施策と位置付け、妊娠、
出産、子育ての切れ目のない施策を総合的に推進するため「こどもはぐくみ
応援プロジェクト」に取り組んでいます。
　真庭に暮らす皆さんと一緒に、子どもたちの権利が守られ、将来に渡って幸
せに暮らせるように、子どもを産み育てたいと願う全ての人が子育てに夢や
喜びを感じられる「みんなで育む子育てのまちまにわ」というまちづくりを
進めていきたいと考えています。
 問  子育て支援課　℡  0867-42-1054（℻  1388）

　市内で子育て中の保護者などが、楽しく生活する
様子や、子ども、子育てに関わるイベントなどの情
報を保護者などの視点で発信している公式アカウン
ト「こどもあ」。新たなくらぶ員も加わり、自然いっぱ
いの真庭でのびのび育つ子どもたちの様子や、市の
子育て支援などの情報がたくさん投稿されています。
ぜひフォローして一緒に盛り上げていきましょう。

公式SNSこどもあ
 Instagram・Ⅹで真庭の子育て発信中

Instagram

X

高
校
生
対
象
保
育
所
等
見
学

バ
ス
ツ
ア
ー

参
加
者
募
集

安
全
安
心
ま
ち
づ
く
り
推
進
大
会

真
庭
・
新
庄
地
域

定
額
減
税
補
足
給
付
金

（
不
足
額
給
付
）

対
象
者
に
は

文
書
を
発
送
し
ま
す
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使
用
方
法
と
設
置
場
所
を

再
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う

7
月
1
日
は「
Ａ
Ｅ
Ｄ
」の
日

  条件や内容、申請書類などについては、真庭市ホームページをご覧ください。
  各種補助金とも、予算額に達した時点で募集を終了します。

■
積
極
的
に
講
習
会
な
ど
に
も

参
加
し
ま
し
ょ
う　

真
庭
消
防
署
で
は
、
心
肺
蘇
生

法
や
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用
方
法
、
止

血
方
法
な
ど
を
学
ぶ
救
命
講
習

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
い
ざ
と
い

う
時
の
た
め
、
応
急
手
当
の
知

識
、
技
術
を
身
に
つ
け
て
お
く
こ

と
が
大
切
で
す
。
自
治
会
な
ど

地
域
単
位
で
の
申
し
込
み
が
可

能
な
出
張
型
の
講
習
会
も
行
っ

て
い
ま
す
。
事
前
に
、
最
寄
り

の
消
防
署
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
配
慮
し
た

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用
に
つ
い
て　

傷
病
者
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
保

護
し
、
性
別
に
関
わ
ら
ず
、
た

め
ら
わ
ず
に
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用
が

で
き
る
よ
う
に
、
使
用
方
法
に

つ
い
て
の
チ
ラ
シ
を
作
成
し
、

市
内
設
置
の
Ａ
Ｅ
Ｄ
に
配
置
し

て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先　

健
康
推
進
課

℡  
0
8
6
7（
42
）1
0
5
0

℻
0
8
6
7（
42
）1
3
8
8

■
い
ざ
と
い
う
と
き
Ａ
Ｅ
Ｄ
を

使
え
ま
す
か　

Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外
式
除
細
動

器
）
は
心
臓
が
け
い
れ
ん
し
、

血
液
を
流
す
ポ
ン
プ
機
能
を

失
っ
た
状
態
（
心
室
細
動
）

の
傷
病
者
に
対
し
て
、
電
気

シ
ョ
ッ
ク
を
与
え
、
正
常
な
リ

ズ
ム
に
戻
す
た
め
の
医
療
機
器

で
す
。
い
ざ
と
い
う
と
き
の
た

め
、
大
切
な
人
の
命
を
救
う
た

め
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用
方
法
を
再

確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

■
設
置
場
所
の
確
認
を　

真
庭
市
で
は
、
市
役
所
本
庁
舎
、

各
振
興
局
、
学
校
、
こ
ど
も
園
、

ス
ポ
ー
ツ
施
設
、文
化
施
設
な
ど

に
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、公
共
施
設
が
周
辺
に
な
い

地
域
に
お
い
て
も
地
域
の
消
防

機
庫
な
ど
に
設
置
し
て
い
ま
す
。

設
置
場
所
は
日
本
全
国
Ａ
Ｅ
Ｄ

マ
ッ
プ
か
ら
確
認
で
き
ま
す
。

日
本
全
国
Ａ
Ｅ
Ｄ

マ
ッ
プ
▼

運賃や開催費用を補助します JR姫新線利用を考えている人へ

問  くらし安全課　℡  0867-42-1017(℻7455）
　  Email：kurashianzen@city.maniwa.lg. jp 真庭市

ホームページ

真庭市
ホームページ▲

　真庭市では、JR利用促進事業の一環として、
市民の皆さんが姫新線を利用する際の運賃
などを補助する制度を用意しています。JR利用促進事業

① 真庭市JR姫新線団体利用者乗車券購入補助金　
 5人以上の市内団体で姫新線を利用するとき、運賃の一部を補助します。　
　▶要　件　家族、友達など、市民 5人以上の団体利用であること、姫新線を含む区間の乗車券であること
　▶補助率　運賃の 2分の 1（ 1人につき片道当たり500円を上限）
　　　　　　※10円未満の少数が生じる場合は切り捨て　

② 真庭市JR姫新線社会学習利用助成事業補助金　
　学校や園、その他の団体が、社会学習の一環として姫新線を利用するとき、運賃の全額と貸切バス代など
　の一部を補助します。　
　▶要　件　市内の園、小中学校、高校、その他の団体が社会学習の一環として姫新線を利用するとき　
　▶補助率　運賃全額で、貸切バス代などは 2分の 1、または 5万円のいずれか少ない額
　　　　　　（10円未満の少数が生じる場合、切り捨て）　

③ 真庭市JR姫新線イベント支援事業補助金　
　姫新線を活用した地域振興につながるイベントを開催するとき、開催費用の一部を補助します。　
　▶要　件　姫新線や駅舎を活用したイベントであること、地域活性化や姫新線、駅舎の利用促進につながる
　　　　　　イベントであること、JR姫新線の利用人数の増加が見込めるイベントであること　
　▶補助率　対象経費の 2分の 1（30万円を上限）
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現
在
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
公
開

中
の
行
政
情
報
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
は
、

真
庭
市
の
人
口
な
ど
の
統
計
デ
ー

タ
を
は
じ
め
、
子
育
て
、
経
済
、

地
域
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
デ
ー

タ
を
自
由
に
閲
覧
で
き
ま
す
。
ま

た
、
公
開
し
て
い
る
デ
ー
タ
が
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。
ぜ
ひ
ご

活
用
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先　

総
合
政
策
課

℡  
0
8
6
7（
42
）1
1
6
9

℻
0
8
6
7（
42
）1
3
5
3

■
真
庭
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
▼

　
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
〜

犯
罪
や
非
行
を
防
止
し
立
ち
直
り

を
支
え
る
地
域
の
チ
カ
ラ
〜
」は
、

全
て
の
国
民
が
、
犯
罪
や
非
行
の

防
止
と
、
犯
罪
や
非
行
を
し
た
人

た
ち
の
更
生
に
つ
い
て
理
解
を
深

め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
力
を
合

わ
せ
、
安
全
で
安
心
な
明
る
い
地

域
社
会
を
築
く
た
め
の
全
国
的
な

運
動
で
す
。　

■
主
な
取
り
組
み　

○
内
閣
総
理
大
臣
か
ら
の
メ
ッ

故
が
発
生
し
た
場
合
、
所
有
者
責

任
が
問
わ
れ
る
こ
と
が
あ
る
の

で
、
ご
留
意
く
だ
さ
い
。
高
速
道

路
の
安
全
確
保
に
、
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

〇
中
国
道
・
岡
山
道
沿
線

セ
ー
ジ
伝
達
（
真
庭
市
長
へ
）　

○
街
頭
広
報
活
動　

○
推
進
大
会
（
講
演
会
）　

○
作
文
募
集
（
中
学
生
対
象
）　

■
問
い
合
わ
せ
先　

真
庭
地
区
保
護
司
会
事
務
局　

℡  
0
8
6
7（
44
）2
2
5
5

■
法
務
省

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
▼

　

岡
山
で
和
牛
を
飼
っ
て
み
ま
せ

ん
か
。
和
牛
繁
殖
経
営
を
始
め
る

に
当
た
っ
て
の
知
識
や
技
術
を
習

得
で
き
る
よ
う
、
基
礎
講
義
や
牧

場
体
験
学
習
、
家
畜
市
場
視
察
な

ど
を
実
施
し
ま
す
。

※
家
畜
伝
染
病
の
発
生
な
ど
の
状

況
に
よ
っ
て
は
、
講
座
の
中
止
、

ま
た
は
内
容
の
変
更
を
行
う
場
合

が
あ
り
ま
す
。

■
募
集
対
象　

和
牛
の
飼
育
に
興
味
が
あ
り
、
将

来
岡
山
県
内
で
就
農
、
新
規
参
入

を
希
望
し
て
い
る
人

■
定
員　

10
人
程
度　

■
第
1
回
目
の
日
時
（
全
4
回
）

8
月
16
日
㈯　

午
前
10
時
〜
午
後
3
時

※
第
2
回
目
以
降
は
岡
山
県
畜
産

協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

西
日
本
高
速
道
路
株
式
会
社
中
国

支
社
津
山
高
速
道
路
事
務
所

℡  
0
8
6
8（
26
）2
1
8
1

〇
米
子
道
沿
線

西
日
本
高
速
道
路
株
式
会
社
中
国

支
社
米
子
高
速
道
路
事
務
所

℡  
0
8
5
9（
27
）2
1
8
1

さ
い
。

■
場
所　

岡
山
県
農
林
水
産
総
合

セ
ン
タ
ー
畜
産
研
究
所
（
久
米
郡

美
咲
町
北
2
2
7
2
）　

■
申
込
書
請
求
・
申
し
込
み
・
お

問
い
合
わ
せ
先　

（
一
社
）
岡
山
県
畜
産
協
会　

経

営
支
援
部
経
営
対
策
班　

℡  
0
8
6（
2
2
2
）8
5
7
5

℻
0
8
6（
2
3
4
）6
0
3
1

■
岡
山
県
畜
産
協
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
▼

　

台
風
に
よ
る
強
風
な
ど
に
よ
り
、

沿
線
か
ら
高
速
道
路
内
に
竹
や
樹

木
が
倒
れ
込
み
、
走
行
中
の
車
に

衝
突
す
る
事
故
が
発
生
し
て
い
ま

す
。
高
速
道
路
沿
線
で
竹
木
や
森

林
を
所
有
し
て
い
る
人
は
、
竹
や

樹
木
が
高
速
道
路
内
に
倒
れ
る
危

険
が
な
い
よ
う
に
、
伐
採
な
ど
の

対
策
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

道
路
上
に
竹
木
な
ど
が
倒
れ
込

む
危
険
性
が
あ
る
場
合
、
ま
た
は

実
際
に
倒
れ
込
ん
だ
場
合
に
は
、

安
全
確
保
の
た
め
西
日
本
高
速
道

路
株
式
会
社
で
伐
採
す
る
事
が
あ

る
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
倒
木
・
倒
竹
に
よ
る
事

第
75
回
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

７
月
は
強
調
月
間

令
和
7
年
度
和
牛
入
門
講
座

受
講
生
募
集

真
庭
市
行
政
情
報
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

ご
利
用
く
だ
さ
い

高
速
道
路
沿
線
に
竹
木
な
ど

を
所
有
し
て
い
る
人
へ

西
日
本
高
速
道
路
株
式
会
社
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対
し
て
補
助
金
を
助
成
し
て
い
ま

す
。
令
和
8
年
度
分
の
助
成
を
希

望
す
る
場
合
は
、
地
域
み
ら
い
創

生
課
、
ま
た
は
各
振
興
局
に
事
前

相
談
の
上
、
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。
詳
し
く
は
真
庭
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。　

■
補
助
対
象
事
業　

・
新
築
事
業　

・
改
修
、
ま
た
は
増
築
事
業　

・
汚
水
処
理
事
業　

※
採
択
さ
れ
な
い
場
合
や
事
業
内
容

が
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
申
込
期
限　

10
月
31
日
㈮　

■
問
い
合
わ
せ
先

地
域
み
ら
い
創
生
課

℡  
0
8
6
7（
42
）1
1
7
9

℻
0
8
6
7（
42
）1
3
5
3

■
真
庭
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
▼

　

一
般
財
団
法
人
自
治
総
合
セ
ン

タ
ー
で
は
、
宝
く
じ
の
社
会
貢
献

広
報
事
業
と
し
て
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
助
成
事
業

を
実
施
し
て
い

ま
す
。
令
和
8

年
度
分
の
助
成

を
希
望
す
る
団

体
は
、
地
域
み

　

市
内
に
住
む
新
婚
世
帯
へ
の
資

金
的
支
援
に
つ
い
て
、
婚
姻
日
か

ら
の
期
間
、
対
象
経
費
、
年
間
所

得
額
の
上
限
な
ど
、
一
部
の
範
囲

を
拡
大
し
ま
す
。
詳
し
く
は
、
真

庭
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

■
申
込
方
法　

地
域
み
ら
い
創
生

課
へ
申
請
書
類
を
提
出　

■
申
込
期
限　

令
和
8
年
3
月
31
日
㈫

※
予
算
が
な
く
な
り
次
第
受
付
終

了
と
な
り
ま
す
。　

■
問
い
合
わ
せ
先　

地
域
み
ら
い
創
生
課

℡  
0
8
6
7（
42
）1
1
7
9

℻
0
8
6
7（
42
）1
3
5
3

■
真
庭
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
▼

　

市
内
の
自
治
会
な
ど
が
所
属
す

る
住
民
の
集
会
、
研
修
お
よ
び
健

全
な
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
に

利
用
す
る
施
設
、
市
か
ら
譲
渡
を

受
け
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ハ
ウ
ス
な

ど
の
施
設
の
整
備
に
係
る
事
業
に

■
定
員　

20
人
（
男
女
各
10
人
）

■
参
加
費　

千
円

■
申
込
方
法　

真
庭
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
、
ま
た
は
地
域
み
ら
い
創

生
課
に
電
話
で
申
し
込
み
。

■
申
込
期
限　

8
月
4
日
㈪

■
問
い
合
わ
せ
先

地
域
み
ら
い
創
生
課

℡  
0
8
6
7（
42
）1
1
7
9

℻
0
8
6
7（
42
）1
3
5
3

■
真
庭
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
▼

　

夏
の
婚
活
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し

ま
す
。
趣
味
の
合
う
人
が
集
ま
れ

ば
、
自
然
と
話
が
弾
み
ま
す
。
み

ん
な
で
楽
し
く
話
を
し
て
み
ま
せ

ん
か
。

■
日
時　

8
月
24
日
㈰　

午
前
10
時
〜　

■
場
所　

ふ
る
い
ち
二
川
マ
ン
ガ

館
（
真
庭
市
種
9
6
6
番
地
）　

ら
い
創
生
課
に
事
前
相
談
の
上
、

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
対
象
団
体　

地
域
自
主
組
織
な

ど
、
地
域
住
民
に
よ
る
協
働
の
地

域
づ
く
り
に
取
り
組
む
団
体　

※
Ｐ
Ｔ
Ａ
や
体
育
協
会
、
宗
教
団

体
な
ど
、
特
定
の
目
的
の
た
め
に

組
織
さ
れ
た
団
体
は
除
く　

■
助
成
内
容　

①
一
般
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業

住
民
が
自
主
的
に
行
う
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
活
動
に
必
要
な
設
備
の
整
備

な
ど
（
建
築
物
・
消
耗
品
は
除
く
）

【
助
成
額
】　

1
0
0
万
〜
2
5
0
万
円　

②
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
助
成

事
業　

住
民
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業

活
動
を
推
進
す
る
集
会
所
の
建
築

設
備
な
ど　

【
助
成
額
】　

対
象
事
業
費
の
5
分
の
3
以
内

（
上
限
2
千
万
円
）　

※
採
択
さ
れ
な
い
場
合
や
事
業
内
容

が
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
申
込
期
限　

8
月
29
日
㈮　

■
問
い
合
わ
せ
先

地
域
み
ら
い
創
生
課

℡  
0
8
6
7（
42
）1
1
7
9

℻
0
8
6
7（
42
）1
3
5
3

■
真
庭
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
▼

おせっかいサポート
　結婚を希望する人の情報を登録し、まにわ縁結び推進委
員会による仲介などにおつなぎします。また、登録した人
にはまにこいんをプレゼントします。
▶登録条件　独身の人　▶登録費用　無料
メタバース婚活
　対面でのお見合いなどはハードルが高いという人に、メ
タバース空間上での婚活イベントを案内します。
▶登録条件　18～39歳の独身の人　▶登録費用  3,000円
恋愛塾
　専任のカウンセラーによるファッションアドバイスやコ
ミュニケーションレッスン、個別のオンライン相談会など、
きめ細やかな結婚サポートを行います。
▶登録条件　市内在住の18～39歳の独身の人
▶登録費用　 6万円（ご成婚時に別途10万円）
問  地域みらい創生課
　  ℡  0867-42-1179（℻  1353）

新たな出会いプロジェクト
結婚推進事業を拡大  新たな出会いの場をご案内します

真庭市
ホームページ▶

漫
画
ミ
タ
イ
ナ
恋
ノ
始
マ
リ

〜
第
三
章
〜
in
ふ
る
い
ち
二
川
マ
ン
ガ
館

マ
ン
ガ
館
で
す
て
き
な
出
会
い
を

新
婚
さ
ん
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
事
業

補
助
金

支
援
拡
大

集
会
所
施
設
整
備
補
助
金

令
和
8
年
度
申
請
受
付
中

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業

令
和
8
年
度
申
請
受
付
中
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ま
ち
の
た
か
ら
を
巡
る

景
観
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

抽
選
で
最
大
２
千
ま
に
ぃ
ポ
イ
ン
ト

　

ま
に
こ
い
ん
ア
プ
リ
を
使
っ
て

真
庭
市
内
を
巡
る
ス
タ
ン
プ
ラ

リ
ー
で
す
。
真
庭
の
美
し
い
景
観

や
、
思
わ
ず
カ
メ
ラ
を
向
け
た
く

な
る
よ
う
な
「
ま
ち
の
た
か
ら
」

を
訪
れ
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
期
間　

7
月
1
日
㈫
〜
8
月
31
日
㈰

■
場
所　

真
庭
市
内
全
7
カ
所

■
参
加
方
法　
　

・
Ｇ
Ｐ
Ｓ
で
現
在
位
置
が
確
認
で

き
る
端
末
に
ま
に
こ
い
ん
ア
プ
リ

を
取
得
、
ま
た
は
既
に
取
得
済
み

の
場
合
は
最
新
版
に
更
新
す
る
。

・
ま
に
こ
い
ん
ア
プ
リ
内
に
あ
る

特
設
ペ
ー
ジ
へ
ア
ク
セ
ス
し
、「
参

加
す
る
」
を
押
す
。

■
ス
タ
ン
プ
の
取
得
方
法

①
Ｇ
Ｐ
Ｓ
を
有
効
に
し
、
ス
タ
ン

プ
を
取
得
で
き
る
場
所
に
行
く
。

②
ま
に
こ
い
ん
ア
プ
リ
の
ス
タ
ン

プ
ラ
リ
ー
特
設
ペ
ー
ジ
を
開
く
。

③
各
ス
ポ
ッ
ト
の
説
明
文
内
に
記
載

さ
れ
た
キ
ー
ワ
ー
ド
を
入
力
す
る
。

■
ま
に
ぃ
ポ
イ
ン
ト
の
抽
選

期
間
終
了
後
、
参
加
者
の
ま
に
こ

い
ん
ア
プ
リ
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
配

信
し
ま
す
。
ア
ン
ケ
ー
ト
に
答
え

る
と
、
集
め
た
ス
タ
ン
プ
の
数
な

■
日
時　

8
月
10
日
㈰　

午
前
10
時
〜
午
後
0
時
30
分　

■
講
師　

湯
澤
規
子
氏
（
法
政
大
学
教
授
）

■
場
所　

中
央
図
書
館　

■
定
員　

30
人　

■
参
加
費　

無
料　

■
申
込
方
法　

中
央
図
書
館
へ
来

館
、
電
話
、
申
込
フ
ォ
ー
ム
の
い

ず
れ
か
で
申
し
込
み
。

申
込
フ
ォ
ー
ム
▼

※
関
連
企
画
「
教
え
て
あ
な
た
の

『
食
べ
も
の
が
た
り
』」

　

あ
な
た
の
「
あ
の
時
食
べ
た
○

○
は
お
い
し
か
っ
た
な
ぁ
」
を
教

え
て
く
だ
さ
い
。7
月
下
旬
か
ら
、

各
図
書
館
に
て
。

ど
に
応
じ
て
抽
選
で
最
大
2
千
ま

に
ぃ
ポ
イ
ン
ト
が
付
与
さ
れ
ま
す
。

※
詳
し
く
は
真
庭
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先　

ま
ち
づ
く
り
推
進
課　

℡  
0
8
6
7（
42
）7
7
8
1

℻
0
8
6
7（
42
）1
9
8
8

■
真
庭
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
▼

　

植
物
採
集
に
行
っ
て
本
格
的
な

植
物
標
本
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん

か
。
作
っ
た
標
本
は
家
に
飾
っ
た

り
、
自
由
研
究
と
し
て
学
校
へ
提

出
し
た
り
、
津
黒
い
き
も
の
ふ
れ

あ
い
の
里
の
大
切
な
資
料
と
し
て

保
存
し
た
り
し
て
も
ら
い
ま
し
ょ

う
。連
続
2
回
の
体
験
講
座
で
す
。

■
日
時　

①
7
月
27
日
㈰　

午
前
9
時
〜
午
後
0
時
30
分　

②
8
月
17
日
㈰　

午
前
10
時
〜
正
午　

■
集
合
場
所　

中
央
図
書
館　

■
講
師　

津
黒
い
き
も
の
ふ
れ
あ

い
の
里
館
長　

雪
江
祥
貴
氏　

■
対
象
お
よ
び
定
員

小
学
生
以
上　

10
人
程
度　

※
2
日
間
と
も
参
加
で
き
る
人　

○
連
続
講
座
今
後
の
予
定　

②
「
食
で
読
み
解
く
真
庭
の
歴
史

―
日
常
と
飢き

饉き
ん
・
戦
争
」

■
日
時　

9
月
15
日
㈪　

午
後
2

時
〜
4
時　

■
講
師　

前
原
茂
雄
氏
（
蒜
山
郷

土
博
物
館
長
）　

③
映
画
「
水
に
な
っ
た
村
」
上
映

と
ト
ー
ク　

■
日
に
ち　

10
月
25
日
㈯　

■
講
師　

大
西
暢
夫
氏（
写
真
家
・

映
画
監
督
）

■
問
い
合
わ
せ
先　

中
央
図
書
館

℡  
0
8
6
7（
44
）2
0
1
2

℻
0
8
6
7（
44
）2
0
2
0

■
真
庭
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
▼

■
参
加
費　

無
料　

■
申
込
方
法　

中
央
図
書
館
へ
来

館
、
電
話
、
申
込
フ
ォ
ー
ム
の
い

ず
れ
か
で
申
し
込
み
。

申
込
フ
ォ
ー
ム
▼

■
問
い
合
わ
せ
先　

中
央
図
書
館

℡  
0
8
6
7（
44
）2
0
1
2

℻
0
8
6
7（
44
）2
0
2
0

■
真
庭
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
▼

　

敗
戦
後
、
飢
え
る
時
代
か
ら
、

高
度
成
長
を
経
て
飽
食
へ
。
飽
食

か
ら
個
食
・
孤
食
に
。
そ
し
て
、

コ
メ
の
値
段
が
急
騰
。
私
た
ち
は
、

誰
と
何
を
食
べ
て
こ
こ
ま
で
生
き

て
き
た
の
か
。「
食
べ
る
」
を
通
じ

て
日
本
の
近
代
、
そ
し
て
戦
後
80

年
を
振
り
返
り
、
こ
れ
か
ら
の
暮

ら
し
や
社
会
を
考
え
ま
す
。
豊
か

さ
と
は
な
ん
で
し
ょ
う
か
。
私
た

ち
は
こ
れ
か
ら
、
誰
と
何
を
食
べ

て
い
く
の
で
し
ょ
う
か
。7
月
か
ら

10
月
に
か
け
て
の
連
続
企
画
で
す
。

○
連
続
講
座

①
「
食
べ
る
こ
と
、
生
き
る
こ
と

―
胃
袋
の
近
現
代
史
」　

▶日時　
　11月23日㈰  午後0時30分～4時
▶場所
　勝山文化センター　ポンテホール　
▶参加資格
　音楽を演奏する個人およびグループ　
▶申込方法
　出演希望者は実行委員会事務局へお問い合
　わせください。　
▶申込期限　7月31日㈭　
▶問い合わせ先　
　真庭音楽祭実行委員会（真庭青年会議所内）
　℡  0867-42-4453
※問い合わせ受付日時
　月～金曜日 
　午前10時～午後4時
 真庭市ホームページ▲

真庭音楽祭
 Let's Enjoy Music！
～みんなでつくる音楽祭～

出演者
募集中

植
物
標
本
を
作
ろ
う

中
央
図
書
館
体
験
講
座

「
食
べ
る
」か
ら
考
え
る
、

 

豊
か
さ
と
は
？

戦
後
80
年
図
書
館
連
続
講
座
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自然は私たちに多くの感動を与えてくれますが、同時に厳しさも持ち合わせています。安全な登
山は、入念な準備と慎重な行動から始まります。ポイントを守って安全で楽しい登山にしましょう。

ワークショップやアーティストトークも開催 会期は7月19日～ 11月24日

素晴らしい思い出にするために 入念な準備と慎重な行動を

問  スポーツ・文化振興課　℡  0867-42-1178(℻1416）
　  Email：sportsbunka@city.maniwa.lg.jp

問  真庭消防署救助係　℡  0867-42-1190(℻1672）
　  Email：maniwashobo@city.maniwa.lg.jp

GREENable HIRUZEN
ホームページ

真庭市
ホームページ

山
本
修
司
展
：

描
写
す
る
水
面（
す
い
め
ん
）

／
枯
山
水
の
水
面（
み
な
も
）

　

水
面
の
反
射
を
写
し
た
平
面
作
品
や
石
を
接

着
し
た
オ
ブ
ジ
ェ
、
レ
リ
ー
フ
で
知
ら
れ
る
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
、
山
本
修
司
（
や
ま
も
と
し
ゅ
う
じ
）

さ
ん
の
展
覧
会
「
山
本
修
司
展
：
描
写
す
る
水

面
／
枯
山
水
の
水
面
」
を
開
催
し
ま
す
。

■
会
期

7
月
19
日
㈯
〜
11
月
24
日
㈪

■
場
所　

蒜
山
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

■
開
館
時
間

午
前
9
時
〜
午
後
5
時（
入
館
は
午
後
4
時
45
分
ま
で
）

■
休
館
日　

毎
週
水
曜
日
（
8
月
13
日
は
開
館
）

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ「
新
し
い
星
座
づ
く
り
」

■
日
時　

8
月
9
日
㈯　

午
前
10
時
30
分
〜
午
後
0
時
30
分

■
場
所　

GREENable HIRUZEN 

■
対
象　

小
学
3
年
生
以
上　

■
定
員　

15
人
（
要
予
約
）

※
入
館
料
の
み
で
参
加
可
能
で
す
。

※
予
約
方
法
は
決
定
次
第
、
当
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど

　

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

山
本
氏
に
よ
る
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
ト
ー
ク

■
日
時　

8
月
9
日
㈯　

午
後
2
時
〜
3
時

■
場
所　

蒜
山
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム　

※
予
約
不
要
、
入
館
料
の
み
で
参
加
可
能
で
す
。

　夏山の登山シーズンがやってきました。美しい自然の中での登山は心を癒やす素晴らしい体験で
すが、一歩間違えると大きな事故につながることもあります。事故なく安全に登山を楽しむための
大切なポイントをお伝えします。

安全第一  思い出に残る登山を

▶登山計画の提出
　登山届を提出しましょう。登山届は、インターネット（登山アプリ）でも提出できます。家族や
友人にも行き先、予定を伝えることが大切です。　
▶準備物の確認
　地図、コンパス、登山靴、雨具、ライト、非常食など基本準備は万全にしましょう。　
▶天候の確認
　山の天気は変わりやすく、悪天候は命取りになります。出発前に必ず確認しましょう。

▶無理のない行動を
　体力に見合ったコース選びと、こまめな休憩を心掛けましょう。また、熱中症などによる体調不
良にも注意し、少しでも異常を感じたら無理せず下山しましょう。　
▶単独行動の回避
　可能な限り複数人で登山をしましょう。万が一に備え、助け合える仲間が必要です。
▶地図の活用
　山岳救助事案の大半が道迷いによるものです。登山用地図アプリや紙の地図を活用し、道迷い防
止に努めましょう。
▶万が一に備えて
　携帯電話は、GPSを活用した現在地の把握や緊急連絡手段として必ず持つようにしましょう。

登
山
前
の
準
備

登
山
中
の
心
掛
け
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　真庭の大切な歴史である1726年の山中一揆から300年の大きな節目にあたり、生きるために立ち上
がった数千の民衆、51名の義民、行きすぎた権力に対する反省、それらを忘れることなく歴史と記憶を
引き継ぐことを目的に山中一揆を演劇化します。演劇は 1回あたり30～40分で、役者やスタッフは市
内外から募り、台本・演出は真庭市在住の映画監督 山﨑樹一郎氏がワークショップ形式で行います。

主催　山中一揆義民顕彰会
共催　真庭市・真庭市教育委員会　
助成　（公財）真庭エスパス文化振興財団

問  湯原振興局地域振興課
　  ℡  0867-62-2011（℻  2097）
　  Email：chiiki_yb@city.maniwa. lg.jp

山中一揆演劇ワークショップ
参加者募集

山﨑樹一郎監督とともに山中一揆を 「演劇」 で語り継ぐ

山中一揆三百年

日　　程　8月～9月の週末で5回程度　
会　　場　湯原ふれあいセンターなど　　　　
　　　　　※日時、場所は、集まった参加者の年齢や居住地
　　　　　　により検討します。　
定　　員　①演劇に参加する出演者　15人程度
　　　　　②舞台美術・音響・照明・制作などに関わるスタッ
　　　　　　フ10人程度　
応募資格　小学生以上で、日本語でのコミュニケーションが
　　　　　可能な人
　　　　　※住所・性別・演劇経験は問いません
　　　　　※18歳未満の人は、必ず保護者の同意を得て応募
　　　　　　してください。　
参 加 費　無料　
応募方法　申込フォームから申し込み。
応募期限　7月25日㈮
そ の 他
　・第1回演劇公演は、10月12日㈰（会場：湯原地域）を予定しています。
　・本演劇は商業演劇ではありませんので、出演料などを支払うものではありません。

【講師よりメッセージ】　
山中一揆を新しい切り口で捉え直したい。私た
ちが試みるのは、自然、土地、場所をめいっぱ
い信じるものづくり。実際に起こった場所（ここ）
で一揆を演じ直すことで、歴史を自覚的に踏み
越えていくことになればおもしろい。参加者が
フィールドワークと対話を通して山中一揆300年
の節目に一つのクサビになるような新しい表現
を提示できればと思う。

講師プロフィール
山﨑樹一郎（映画監督）
2006年に岡山県真庭市の山あい
に移住し、農業に携わりながら
映画製作を始める。最新作『やま
ぶき』（2022年）は、ロッテルダムや
カンヌ国際映画祭でも上映され、
第四回大島渚賞を受賞。

真庭市ホームページ▲

申込フォーム▶
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フ
ァ
ッ
ク
ス
、
ま
た
は
メ
ー
ル
で

申
し
込
み
。　
　

※
電
話
で
の
申
し
込
み
も
可
能
で

す
。　

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　

〒
7
1
7
―
0
0
1
3　

真
庭
市
勝
山
1
8
8
4
―
5　

真
庭
森
林
組
合
総
務
課　

℡  
0
8
6
7（
44
）3
0
3
6

℻
0
8
6
7（
44
）4
3
0
0

　

m
aniw

a-sk_soum
u@bz04.

plala.or.jp

■
真
庭
森
林
組
合

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
▼

■
申
込
期
限　

8
月
8
日
㈮

■
問
い
合
わ
せ
先　

蒜
山
郷
土
博
物
館

℡  
0
8
6
7（
66
）4
6
6
7

℻
0
8
6
7（
66
）4
6
6
7

　

hiruzen-mus@city.maniwa.lg.jp

■
真
庭
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
▼

　

真
庭
森
林
組
合
で
は
、
樹
木
へ

の
関
心
を
高
め
、
森
林
や
自
然
へ

の
理
解
を
深
め
て
も
ら
お
う
と
、

小
学
生
を
対
象
に
、
子
ど
も
樹
木

博
士
認
定
事
業
を
行
っ
て
い
ま

す
。
子
ど
も
樹
木
博
士
認
定
ク
イ

ズ
に
挑
戦
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
日
時　

8
月
6
日
㈬　

午
前
10
時
〜
午
後
3
時　

■
開
催
場
所　

勝
山
美
し
い
森
遊

歩
道
（
真
庭
市
菅
谷
地
内
）　

■
集
合
場
所　

星
山
登
山
者
駐
車
場

※
現
地
ま
で
の
送
迎
希
望
者
は
、

午
前
9
時
ま
で
に
真
庭
森
林
組
合

に
集
合
し
て
く
だ
さ
い
。

■
定
員　

30
人
程
度　

■
申
込
方
法　

参
加
申
込
書
に
住
所
、
氏
名
、
学

校
名
、
学
年
と
緊
急
連
絡
先
の

氏
名
と
電
話
番
号
を
記
入
し
、

合
が
ご
ざ
い
ま
す
。　

■
問
い
合
わ
せ
先　

蒜
山
郷
土
博
物
館　

℡  
0
8
6
7（
66
）4
6
6
7

℻
0
8
6
7（
66
）4
6
6
7

　

hiruzen-mus@city.maniwa.lg.jp

■
真
庭
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
▼

　

蒜
山
文
化
を
英
語
で
伝
え
た
い

人
た
ち
の
た
め
の
講
座
を
開
催
し

ま
す
。
み
ん
な
で
話
し
合
い
な
が

ら
、
楽
し
く
蒜
山
と
英
語
に
つ
い

て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。
英
語
初

心
者
の
人
、
英
語
が
得
意
な
人
、

誰
で
も
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

8
月
17
日
㈰

午
後
1
時
30
分
〜
3
時　

■
場
所　

蒜
山
郷
土
博
物
館　

■
サ
ポ
ー
タ
ー　

ニ
コ
ル
ス　

ベ
ン
氏
、
ニ
コ
ル
ス

明
子
氏　

■
定
員　

10
人
程
度　

■
参
加
費　

無
料（
入
館
料
不
要
）

■
申
込
方
法　

次
の
い
ず
れ
か
で
申
し
込
み
。

①
応
募
用
紙
を
博
物
館
窓
口
に
提

出
、
ま
た
は
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
送
信

②
電
話
、
メ
ー
ル
で
申
し
込
み

　

夏
の
体
験
学
習
と
し
て
「
古
代

の
ビ
ー
ズ
を
作
ろ
う
！
」
を
開
催

し
ま
す
。
粉
末
の
ガ
ラ
ス
を
「
多

孔
土
盤
」
と
呼
ば
れ
る
土
器
に
入

れ
て
ビ
ー
ズ
を
作
り
、
そ
の
ビ
ー

ズ
を
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
に
し
ま
す
。

■
内
容
お
よ
び
日
時　

①
多
孔
土
盤
に
ガ
ラ
ス
の
粉
を
入

れ
ビ
ー
ズ
を
焼
く

7
月
26
日
㈯　

午
後
1
時
30
分
〜

3
時

②
焼
い
た
ビ
ー
ズ
を
使
っ
て
キ
ー

ホ
ル
ダ
ー
を
作
る　

8
月
2
日
㈯　

午
後
1
時
30
分
〜

3
時

■
集
合
場
所　

蒜
山
郷
土
博
物
館

■
定
員　

10
人　

■
参
加
費　

3
0
0
円
（
初
回
時

入
館
料
と
し
て
）　

■
申
込
方
法

次
の
い
ず
れ
か
で
申
し
込
み
。

①
応
募
用
紙
を
博
物
館
窓
口
に
提

出
、
ま
た
は
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
送
信

②
電
話
、
メ
ー
ル
で
申
し
込
み

■
申
込
期
限　

7
月
25
日
㈮　

■
申
込
要
項　

必
ず
両
日
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

小
学
校
4
年
生
以
下
の
人
は
必
ず

保
護
者
が
同
伴
し
て
く
だ
さ
い
。

■
そ
の
他　

雨
天
中
止
と
な
る
場

ホームページ▲ Instagram▲

古
代
の
ビ
ー
ズ
を
作
ろ
う
！

夏
の
体
験
講
座

子
ど
も
樹
木
博
士
に
な
ろ
う

小
学
生
の
挑
戦
者
求
む

は
じ
め
よ
う
！

英
語
で
伝
え
る
蒜
山

蒜
山
郷
土
博
物
館
講
座

美
甘
で
の
開
催
は
終
了
し
ま
し
た
。
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◎テーマは
「断捨離」です。
思い切って手放したものな
ど、断ったり捨てたり離れ
たことで豊かになったもの
について、200字程度でお寄
せください。

◎川柳の兼題は
「天気」です。

お便り・川柳は、同封のは
がきをご利用ください。締
め切りは7月25日㈮です。

　

昭
和
45
年
頃
、花
火
と
言
え
ば
、

線
香
花
火
し
か
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
線
香
花
火
は
少
し
の
間
は
、

お
た
ま
じ
ゃ
く
し
の
よ
う
な
、
と

て
も
き
れ
い
な
花
火
で
し
た
が
、

そ
れ
が
落
ち
て
し
ま
う
と
、
あ
っ

け
な
く
消
え
て
し
ま
い
ま
す
。
時

は
変
わ
り
ま
す
が
、
中
一
の
頃
、

初
め
て
打
ち
上
げ
の
落
合
花
火
大

会
を
、
友
人
と
北
房
か
ら
車
で
見

に
行
き
ま
し
た
。
線
香
花
火
し
か

知
ら
な
か
っ
た
私
は
打
ち
上
げ
花

火
を
見
て
、
と
て
も
感
動
し
ま
し

た
。
パ
ッ
と
明
る
く
輝
き
、
美
し

い
夜
空
の
月
明
か
り
は
、
目
を
見

張
る
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。

　

あ
れ
か
ら
45
年
余
り
経
っ
た
今

で
も
落
合
花
火
は
健
在
で
す
。
花

火
師
の
ご
苦
労
に
は
頭
が
下
が
り

ま
す
。
一
つ
の
大
玉
を
上
げ
る
に

も
20
名
が
関
わ
っ
て
い
る
そ
う
で

す
。
大
変
な
お
仕
事
、
本
当
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
今
で
は

さ
ま
ざ
ま
な
大
玉
の
花
火
が
夜
空

一
面
に
輝
い
て
い
ま
す
。
こ
れ
か

ら
も
永
遠
に
わ
た
っ
て
落
合
花
火

が
皆
の
心
に
残
っ
て
ゆ
き
ま
す
よ

う
に
！
感
謝
、感
激
、雨
あ
ら
れ
！

　

子
ど
も
の
頃
に
よ
く
し
た
も
の

で
す
。
皆
さ
ん
は
線
香
花
火
と
言

え
ば
何
を
連
想
さ
れ
ま
す
か
？
バ

ケ
ツ
を
そ
ば
に
置
き
、
丸
く
円
を

作
り
座
っ
て
チ
ョ
ロ
チ
ョ
ロ
パ
ッ

パ
ッ
！
地
味
で
パ
ッ
と
火
花
が
咲

い
た
ら
終
わ
り
と
思
わ
れ
ま
す

か
？
自
分
の
人
生
を
重
ね
合
わ
せ

る
と
、
小
さ
な
線
香
花
火
1
本
で

も
見
方
が
変
わ
っ
て
来
ま
す
よ
。

何
で
も
で
す
が
…
。
線
香
（
花
火
）

と
は
瞬
間
的
に
物
事
に
対
し
て
最

初
は
熱
心
で
、
華
々
し
く
活
動
す

お便り
お待ちしています！
メールの場合は
koho@city.maniwa.lg.jp

《9月号読書の広場》

  

今
月
の
テ
ー
マ

「
花
火
」

▲福田芳枝さん ▲PN ベイマックスさん

▲PN ふぁびちゃんさん

「
思
い
出
の
落
合
花
火
」

菊
楽
正
子
さ
ん（
惣
）

　もっと詳
くわ

しく知
し

りたい場
ば

合
あい

は、真
まにわししょう

庭市障がい者
しゃ

・児
じ

発
はっ

達
たつ

発
はつ

育
いく

支
し

援
えん

セン
ターにお問

と

い合
あ

わせください。 TEL0867-42-1080　FAX0867-42-1369

自
じへいしょう

閉症やアスペルガー症
しょうこうぐん

候群、その他
た

の広
こう

汎
はん

性
せい

発
はったつしょうがい

達障害は全
すべ

て「自
じ

閉
へい

スペクトラム症
しょう

（ASD）」とい
う一

ひと

つの診
しん

断
だん

に改
あらた

められています。
　ASDの特

とくちょう

徴は、人
ひと

との関
かか

わりやコミュニケーションが難
むずか

しい、興
きょうみ

味
や活

かつ

動
どう

の幅
はば

が非
ひじょう

常に狭
せま

く深
ふか

いことが多
おお

い、特
とく

定
てい

のものへのこだわり
が強

つよ

い、感
かん

覚
かく

の偏
かたよ

りなどがあります。
例
たと

えば、急
きゅう

な予
よ

定
てい

変
へん

更
こう

や臨
りん

機
き

応
おう

変
へん

な対
たい

応
おう

が苦
にが

手
て

なので、悪
わる

気
ぎ

はなくて
も気

き

が利
き

かないと思
おも

われることがあります。物
もの

事
ごと

の予
よ

測
そく

や他
た

人
にん

の考
かんが

えを推
すい

察
さつ

することは苦
にが

手
て

です。また、何
なに

かの分
ぶん

野
や

に突
とっしゅつ

出した才
さい

能
のう

を発
はっ

揮
き

する場
ば

合
あい

があり、特
とく

性
せい

の現
あらわ

れ方
かた

は十
じゅうにんといろ

人十色です。「困
こま

っている」ことに早
はや

く気
き

づ
き、周

まわ

りが理
り

解
かい

すること、一
ひと り ひ と り

人一人に合
あ

った対
たい

応
おう

をすることが大
たい

切
せつ

です。

ASD（自
じ

閉
へい

スペクトラム症
しょう

）とは

「
線
香
花
火
っ
て
な
〜
に
？
」

PN
う
〜
ち
ゃ
ん
さ
ん（
栗
原
）
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近
こん

藤
どう

千
ち

颯
はや

くん
R6. 7.22生まれ（惣）
○応  正明さん・菜摘さん （両親）

田
た

淵
ぶち

朝
あさ

陽
ひ

くん
R6. 7.29生まれ（古見）
○応  杏菜さん （母）

山
やま

本
もと

壮
そう

悟
ご

くん
R6. 7.29生まれ（台金屋）
○応  暁士さん （兄）

る
が
、
す
ぐ
に
勢
い
が
無
く
な
る

と
有
り
ま
す
が
、
ど
う
思
わ
れ
ま

す
か
？
線
香
花
火
は
手
持
ち
花
火

の
代
表
的
な
物
の
一
つ
で
、
江
戸

時
代
前
後
に
開
発
さ
れ
、
そ
の
名

は
ゼ
ラ
チ
ン
で
練
っ
た
黒
色
火
薬

を
稲
わ
ら
の
先
に
塗
っ
て
火
を
つ

け
、
香
炉
に
線
香
の
よ
う
に
立
て

遊
ん
だ
事
に
由
来
す
る
と
あ
り
ま

す
が
、
な
る
ほ
ど
。
火
球
表
面
の

気
泡
が
弾
け
て
高
温
の
液
滴
が
飛

び
出
し
、
最
大
8
回
も
連
鎖
的
に

分
裂
す
る
事
で
松
葉
火
花
を
形
成

す
る
そ
う
で
す
が
、
花
火
の
美
し

さ
の
秘
密
で
し
ょ
う
か
。
線
香
花

火
は
蕾
、
牡
丹
、
松
葉
、
散
り
菊

と
変
わ
る
そ
う
で
す
。そ
し
て
、火
に

対
し
て
は
下
斜
め
45
度
先
端
に
の

み
火
を
つ
け
る
と
良
い
と
。
今
年

の
夏
の
夜
は
線
香
花
火
で
45
度
を

試
し
、
変
化
を
楽
し
ん
で
み
る
の

は
ど
う
で
し
ょ
う
。
楽
し
い
夜
の

ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
し
ょ
う
！

　

私
の
子
ど
も
の
頃
の
失
敗
談
は

あ
る
夏
休
み
の
出
来
事
で
す
。
実

家
の
前
に
あ
る
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
の

上
に
載
せ
た
瓶
の
中
に
、
ロ
ケ
ッ

ト
花
火
を
入
れ
て
飛
ば
そ
う
と
し

た
ら
、
火
を
つ
け
た
瞬
間
に
強
風

が
吹
い
て
瓶
が
倒
れ
て
し
ま
い
ま

し
た
。
昔
の
家
で
す
か
ら
窓
や
ド

ア
も
す
べ
て
開
け
っ
放
し
で
、
ロ

ケ
ッ
ト
花
火
は
家
の
中
に
飛
ん
で

い
っ
て
、
巨
人
戦
を
見
て
い
た
祖

父
の
顔
の
前
を
か
す
め
て
い
き
ま

し
た
。
そ
の
瞬
間
「
巨
人
が
ホ
ー

ム
ラ
ン
打
っ
た
ぞ
！
」
と
祖
父
が

喜
ん
で
言
い
ま
し
た
が
、
子
ど
も

な
が
ら
に
「
よ
か
っ
た
ね
」
と
言

え
な
い
自
分
が
居
ま
し
た
。

　

お
じ
い
さ
ん
、
ロ
ケ
ッ
ト
花
火

を
顔
の
前
に
か
す
め
て
し
ま
い
ご

め
ん
な
さ
い
。  

その他にもこの広報に挟まれている「番組表」に詳しくご紹介しています。
今月も真庭いきいきテレビをどうぞご覧ください。

MITホームページ
二次元コード▶ 

◆真庭の木の未来をつなぐ
真庭市の基幹産業である木材産業の価値を市内外に再認識してもらうため、
真庭市の木材産業の歴史や哲学を、支えてきた人たちのインタビューを通じ
て未来につなぐ道筋を示します。
◆【LIVE】第79回 落合納涼花火大会
7 月26日に開かれる落合納涼花火大会を生中継します。多彩な打ち上げ花
火や仕掛け花火が夜空を彩る姿は圧巻。また、花火が打ち上がるたびに山々
から響き渡る反響音が体中を駆け抜け、より一層花火の迫力を引き立てま
す。この感動をテレビの前の皆さんにもお届けします。

二次元コードから
入力フォームを開
くことができます。

★対象★
発行月に1歳の誕生日を迎えら
れる市内在住のお子さん。
★応募期限★
誕生月の前の月の10日まで
★掲載内容★
❶お子さんの写真❷氏名（ふりが
な）❸生年月日❹住所❺応募者
のお名前と続柄
★応募および問い合わせ先★
総合政策部秘書広報課
〒719-3292 真庭市久世2927-2
TEL0867-42-1163 （FAX1353）
E-mail：koho@city.maniwa.lg. jp

「
祖
父
と
ロ
ケ
ッ
ト
花
火
」

宍
戸
亮
さ
ん（
久
世
）
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最
高
の
仲
間
と
心
を
一
つ
に

小
谷　

蓮
さ
ん（
蒜
山
別
所
）

高
見
玲
奈
さ
ん（
蒜
山
上
長
田
）

　

蒜
山
中
学
校
音
楽
祭
で
ク
ラ
ス

メ
ン
バ
ー
と
一
緒
に
歌
を
歌
っ
た

り
、
吹
奏
楽
部
の
Ｏ
Ｇ
の
人
た
ち

と
一
緒
に
演
奏
し
た
り
し
ま
し

た
。
吹
奏
楽
部
は
私
た
ち
2
人
し

か
い
な
い
の
で
今
年
も
演
奏
で
き

る
か
不
安
で
し
た
が
、
多
く
の
先

輩
方
が
来
て
く
だ
さ
っ
た
の
で
披

露
で
き
ま
し
た
。
初
め
て
大
人
数

で
の
演
奏
が
で
き
て
う
れ
し
か
っ

た
し
、
楽
し
か
っ
た
で
す
。

ブ
レ
イ
ク
ダ
ン
ス
頑
張
っ
た
よ

村
上
柊
一
さ
ん（
勝
山
）

岡
田
希
一
さ
ん（
下
方
）

　

ブ
レ
イ
ク
ダ
ン
ス
の
教
室
に
参

加
し
ま
し
た
。
普
段
は
学
校
で
ダ

ン
ス
を
す
る
こ
と
は
あ
っ
て
も
、

本
格
的
な
ブ
レ
イ
ク
ダ
ン
ス
を
習

う
の
は
初
め
て
の
体
験
で
し
た
。

先
生
が
ダ
ン
ス
の
基
本
的
な
ス

テ
ッ
プ
や
技
を
教
え
て
く
れ
ま
し

た
が
、
特
に
フ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、

途
中
か
ら
音
楽
に
合
わ
な
く
な
り

難
し
か
っ
た
で
す
。
で
も
、
み
ん

な
と
一
緒
に
学
べ
て
と
て
も
楽
し

か
っ
た
し
、
こ
れ
か
ら
も
ブ
レ
イ

ク
ダ
ン
ス
を
続
け
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
し
た
。

岩
元
志
げ
子
作
品
展
に
来
場

岩
元
文
江
さ
ん（
江
川
）

　

勝
山
文
化
協
会
日
本
画
教
室
の

岩
元
志
げ
子
さ
ん
の
個
展
に
お
邪

魔
し
ま
し
た
。
昔
か
ら
作
品
を
見

せ
て
も
ら
っ
て
い
ま
し
た
が
、
今

ま
で
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
巨
木
の
絵

が
中
心
だ
っ
た
一
方
、
最
近
で
は

草
花
の
絵
も
多
く
書
く
よ
う
に
な

り
色
彩
や
タ
ッ
チ
が
よ
り
繊
細
に

な
っ
た
よ
う
に
感
じ
ま
す
。
作
品

を
作
り
な
が
ら
、
サ
ロ
ン
や
地
域

活
動
に
も
取
り
組
む
志
げ
子
さ
ん

の
姿
に
感
心
し
て
い
ま
す
。

真庭市立美甘図書館

今月のおすすめの本

717-0105 真庭市美甘4134
TEL0867-56-2613　FAX0867-56-2033
開館時間　9:00～17:00　
休館日　毎週月曜日、年末年始

まどからちょこっと見え
るもの、なにかな。どん
なものが出てくるか想像
し、パッと登場したとき
の楽しさを、赤ちゃんと
いっしょに体感できる絵
本です。

『まどから ぴょこっ!』
新井 洋行／作・絵　KADOKAWA

天皇即位、引揚とシベリア
抑留、ゴジラの誕生、東京
オリンピック開幕、パンダ
初来日。激動の昭和、前後
100年間を、政治・経済と
文化・風俗の両面から紹介
しています。

『昭和100年 348のキーワードで
  たどる挫折と栄光』
中央公論新社／編　中央公論新社

『クルマの最新メカニズム』
鈴木喜生／編著　野崎博路／監修　成美堂出版
最新のクルマの構造と機構
を、豊富な写真・イラス
トと分かりやすい文章で
紹介しています。エンジン
車、ハイブリッド車、バッ
テリー電気自動車を完全網
羅。最先端のカーテクノロ
ジーがわかる一冊です。

ごましおぱっぱっとふっ
て「ごまごはん」。あつ
あつごはんにバターをの
せて「バターライス」。
料理のレシピと工程 1つ
1つを丁寧に描いた、お
いしくて新しい食べもの
絵本です。

『はじめて・りょうり  ごはん』
いまい まみ／著　かどかわ ようこ／絵　福音館書店

▲PN ゆずなさん ▲PN ちささん
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もっと手話のことを
知りたい時は

真庭いきいき
テレビを見よう

真庭いきいきテレビのコーナー「手話でしゅ
わわせ」では、日常で使える手話などを紹介
しています。

MITホームページ▶

真庭市公式YouTube▶

●毎月第３火曜日
　ほっとまにわいどチャンネルで
　放送中

かんたん
手話講座
問  福祉課  ℡0867-42-1581（℻1369）

今月の手話
『七夕・海の日』

手話：久世手話サークル やまびこ　芦田 淳一さん

今回の手話を
動画で見てみよう

①右手の小指を立てて
口の下あたりに触れま
す（「塩」という手話）。
②右手の手のひらを上
に向けて、胸のあたり
で左から右にゆらゆら
と動かします（「水」
という手話）。
③右手の親指と人差し指を横に向けてコ
の字にします。（「日」という手話）。

8115 （℻1369）

みんな
で

やろう！

海の日

七夕
両手で数字の「7」の手話（親指、人差し指、
中指を伸ばして内側に倒す）をして、前
に向かって2回振ります。

手
を
出
さ
ず
靴
は
け
る
ま
で
じ
っ
と
待
つ　

小
椋
芳
子　
　

蒜
山
東
茅
部

米
価
高
実
り
を
待
つ
に
は
遠
す
ぎ
る　
　
　

す
ず
め　
　
　

上
水
田

女
子
高
生
あ
ち
こ
ち
ラ
イ
ン
の
待
合
所　
　

岩
古
房
惠　
　

蒜
山
東
茅
部

つ
い
に
来
た
待
ち
に
待
っ
た
よ
夏
休
み　
　

宍
戸
成
充　
　

久
世

ポ
ケ
モ
ン
の
生
態
図
鑑
や
っ
と
き
た　
　
　

宍
戸
泰
成　
　

久
世

歩
こ
う
よ
誘
い
待
っ
て
る
靴
並
ぶ　
　
　
　

菊
池
千
江
子　

本
郷

帰
っ
た
よ
に
応
え
る
犬
を
抱
き
し
め
る　
　

中
川
栄
策　
　

栗
原

待
ち
き
れ
ず
駆
け
出
し
て
い
く
児
の
姿　
　

月
あ
か
り　
　

組

門
先
で
一
年
生
の
孫
を
待
つ　
　
　
　
　
　

大
原
良
治　
　

上
水
田

持
て
成
し
の
段
取
り
を
し
て
子
ら
を
待
つ　

有
若
日
出
子　

勝
山

待
っ
て
い
た
知
ら
せ
に
弾
む
割
烹
着　
　
　

横
山
と
も
子　

久
世

待
ち
合
わ
せ
ど
ち
ら
が
迷
子
か
ま
だ
来
な
い　

楢
本
公
枝　
　

上
市
瀬

と
り
あ
え
ず
ビ
ー
ル
飲
み
飲
み
待
つ
肴　
　

酔
翁　
　
　
　

勝
山

約
束
の
日
に
ち
間
違
え
待
ち
ぼ
う
け　
　
　

永
田
寿
道　
　

樫
東

診
察
日
検
査
の
結
果
待
つ
不
安　
　
　
　
　

中
山
春
子　
　

本
庄

待
ち
に
ま
ち
家
族
ふ
え
る
と
お
腹
な
で　
　

春　
　
　
　
　

久
世

ど
の
子
に
も
良
い
と
こ
あ
っ
て
待
つ
心　
　

ふ
み
こ　
　
　

下
方

〈
軸
吟
〉
待
っ
て
い
た
ス
マ
ホ
に
今
日
も
四
苦
八
苦　

岩
藤
二
葉

勝山小児童が伝統を学ぶ
6月3日、勝山小学校児童が、地元有志で作る勝山千代萬歳豊稔踊保存
会のメンバーから地域の伝統の踊り、勝山千代萬歳豊稔踊を学びました。
踊りをまねしながら振り付けを覚え、地域の伝統に親しんでいました。

今
月
の1枚

川柳  「待つ」 選：北房川柳会　岩藤二葉さん

▲中室秀子さん▲PN 神威さん
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て
の
経
験
が
現
在
の
取
り
組
み
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

「
地
域
の
方
々
や
企
業
、
チ
ー
ム
の
ス
タ
ッ
フ
に
支
え
ら

れ
、
助
け
ら
れ
て
活
動
が
で
き
て
い
ま
す
。
本
当
に
あ
り

が
た
い
で
す
。
子
ど
も
た
ち
に
は
挑
戦
し
て
失
敗
し
て
ほ

し
い
。
き
っ
と
そ
れ
は
大
き
な

財
産
に
な
り
ま
す
。
挑
戦

し
、
引
き
出
し
を
増
や

し
、
想
像
力
を
育
て

て
い
っ
て
ほ
し
い
で

す
ね
」。
子
ど
も
た

ち
の
た
め
、
地
域
の

た
め
、
今
が
頑
張
り

時
だ
と
礒
田
さ
ん
は
語

り
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
が
輝
け
ば
地
域
が
輝
く

　
「
地
域
の
子
ど
も
た
ち
に
貢
献
す
る
形
で
、
自
分
を
大

き
く
し
て
く
れ
た
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
恩
返
し
を
し
た

い
」。
部
活
動
の
地
域
連
携
・
移
行
が
検
討
さ
れ
始
め
た

令
和
5
年
、
勝
山
中
学
校
野
球
部
の
外
部
指
導
者
を
し
て

い
た
礒
田
学
さ
ん
は
、
子
ど
も
た
ち
の
活
躍
の
場
と
す
る

た
め
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
の
立
ち
上
げ
を
決
意
し
ま
し
た
。
当

初
は
、
指
導
者
2
人
と
ク
ラ
ブ
員
10
人
余
り
で
活
動
を
開

始
。
令
和
6
年
5
月
、
一
般
社
団
法
人fi eld of dream

s

真
庭
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
名
前
に
は
「
子
ど
も
た
ち
自

身
に
活
躍
で
き
る
フ
ィ
ー
ル
ド
を
開
拓
し
て
い
っ
て
ほ
し

い
」
と
の
思
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

現
在
法
人
で
運
営
す
る
ク
ラ
ブ
は
2
つ
。
真
庭
ベ
ー
ス

ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
に
は
指
導
者
11
人
と
ク
ラ
ブ
員
51
人
、
真

庭
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
に
は
指
導
者
6
人
と
ク
ラ

ブ
員
13
人
が
所
属
し
て
い
ま
す
。
週
末
の
練
習
を
市
内
外

の
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
な
ど
と
連
携
し
て
行
っ
た
り
、
広
島
の

軟
式
野
球
ク
ラ
ブ
や
真
庭
警
察
署
な
ど
の
社
会
人
チ
ー
ム

と
毎
年
交
流
試
合
を
行
っ
た
り
す
る
な
ど
、
充
実
し
た
活

動
内
容
で
す
。
ク
ラ
ブ
員
同
士
切
磋
琢
磨
で
き
、
地
域
全

体
の
技
術
力
も
向
上
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

挑
戦
し
、失
敗
し
、分
析
し
て
引
き
出
し
が
増
え
る

　

こ
れ
ら
の
取
り
組
み
を
可
能
に
し
た
の
は
礒
田
さ
ん
の

多
彩
な
経
歴
。
社
会
人
野
球
時
代
の
関
係
か
ら
県
外
軟
式

野
球
ク
ラ
ブ
と
の
交
流
、
少
年
警
察
協
助
員
な
ど
の
つ
な

が
り
か
ら
警
察
チ
ー
ム
と
の
試
合
が
実
現
す
る
な
ど
、
全

礒田        
Isoda        ManabuIsoda        Manabu

2025
65

礒田さんと真庭ベースボール
クラブのみなさん

（一社）fi eld of dreams真庭代表。社会人野球で活躍し、
NTT中国所属時に補強選手として出場した第66回都市対
抗野球大会で準優勝。オリンピック候補合宿にも参加す
る。システムエンジニア、役者などを経てＵターン。仕出
し屋だった実家の店名を継ぎ鉄板焼き「幸楽」を営みつつ、
地域の課題解決に多方面から取り組む。

礒田 学さん （江川）

毎朝の見守り活動は11年目



　

肝
臓
は
お
腹
の
右
上
に
あ
る
最

も
大
き
な
臓
器
で
、
栄
養
の
代
謝

や
毒
素
の
分
解
、
胆
汁
の
合
成
を

行
っ
て
い
ま
す
。
肝
臓
の
細
胞
に

中
性
脂
肪
を
主
と
し
た
脂
質
や
糖

質
が
異
常
に
蓄
積
し
た
状
態
を
脂

肪
肝
と
い
い
ま
す
。
脂
肪
肝
は
肝

硬
変
や
肝
が
ん
へ
進
行
す
る
可
能

性
が
あ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
生
活
習

慣
病
の
リ
ス
ク
を
高
め
る
こ
と
が

分
か
っ
て
い
ま
す
。
日
本
人
の
3

人
に
1
人
が
脂
肪
肝
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。

　

お
酒
の
飲
み
過
ぎ
、
肥
満
、
糖

尿
病
、
高
脂
血
症
、
栄
養
不
良
に

よ
る
代
謝
異
常
、
薬
剤
な
ど
が
原

因
と
な
り
ま
す
。
ア
ル
コ
ー
ル
が

肝
臓
で
分
解
さ
れ
る
際
に
中
性
脂

肪
が
合
成
さ
れ
、
肝
臓
に
脂
肪
が

蓄
積
さ
れ
ま
す
。
肥
満
や
糖
尿

病
、
高
脂
血
症
で
は
、
摂
取
エ
ネ

ル
ギ
ー
が
消
費
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
上

回
っ
て
い
た
り
、
脂
質
や
糖
質
を

取
り
過
ぎ
て
い
た
り
、
運
動
不
足

に
な
っ
て
い
た
り
す
る
場
合
に
、

中
性
脂
肪
が
肝
臓
に
蓄
積
さ
れ
ま

す
。
ま
た
、
極
端
な
食
事
制
限
や

お話：落合医院　副院長  井口 泰孝さん
　　   問  TEL 0867-52-1133（FAX1160）

脂肪肝（脂肪性肝疾患）について

脂
肪
肝
の
分
類
と
そ
の
向
き
合
い
方

量
に
よ
り
、
脂
肪
肝
の
改
善
が
期

待
で
き
ま
す
。
糖
尿
病
や
高
脂
血

症
、
高
血
圧
が
あ
る
場
合
は
、
そ

の
治
療
を
行
い
ま
す
。

〇
食
事
療
法

飲
酒
に
関
連
す
る
も
の
は
禁
酒
が

必
要
で
す
。
軽
度
で
あ
れ
ば
節
酒

や
休
肝
日
を
作
る
こ
と
で
回
復
す

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
糖
質
や
脂

質
を
避
け
、
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食

事
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

〇
運
動
療
法

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
な
ど
の
有
酸
素
運
動

を
30
分
以
上
、
週
3
〜
4
回
以
上

行
い
ま
し
ょ
う
。
筋
力
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
や
ヨ
ガ
も
効
果
が
あ
り
ま
す
。

ま
ず
は
短
時
間
で
よ
い
の
で
体
を

動
か
す
習
慣
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

〇
薬
物
療
法

特
効
薬
は
あ
り
ま
せ
ん
。糖
尿
病
、

高
脂
血
症
で
使
用
す
る
薬
剤
が
有

用
で
あ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
ビ
タ
ミ
ン
Ｅ
製
剤
や
肝
庇ひ

護ご

剤
を
用
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

脂
肪
肝
を
放
っ
て
お
く
と
脂
肪

性
肝
炎
、
肝
硬
変
、
肝
が
ん
へ
と

進
行
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
健

診
で
Ａ
Ｌ
Ｔ
が
30
を
超
え
て
い
た

場
合
、
慢
性
肝
臓
病
が
隠
れ
て
い

る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
ま
ず
は

か
か
り
つ
け
の
医
師
へ
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

よ
り
分
け
ら
れ
ま
す
。

〇
代
謝
機
能
障
害
関
連
脂
肪
性
肝

疾
患
（
Ｍ
Ａ
Ｓ
Ｌ
Ｄ
）

代
謝
機
能
の
問
題
に
よ
る
も
の
で

す
。
そ
の
中
で
肝
臓
に
炎
症
が
起

こ
っ
た
状
態
が
代
謝
機
能
障
害
関

連
脂
肪
肝
炎
（
Ｍ
Ａ
Ｓ
Ｈ
）
で
、

放
置
す
る
と
肝
硬
変
や
肝
が
ん
に

進
行
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

〇
代
謝
機
能
障
害
ア
ル
コ
ー
ル
関

連
肝
疾
患
（
Ｍ
ｅ
ｔ
Ａ
Ｌ
Ｄ
）

飲
酒
と
代
謝
機
能
の
障
害
が
重
な

る
こ
と
で
起
こ
る
も
の
で
す
。
治

療
に
は
両
方
の
リ
ス
ク
因
子
に
対

処
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

〇
ア
ル
コ
ー
ル
関
連
肝
疾
患
（
Ａ

Ｌ
Ｄ
）

過
度
の
ア
ル
コ
ー
ル
摂
取
（
1
日

男
性
60
㌘
以
上
、女
性
50
㌘
以
上
）

が
原
因
で
起
こ
る
も
の
で
す
。
長

期
間
に
及
ぶ
と
脂
肪
の
蓄
積
や
炎

症
が
起
こ
り
、
肝
硬
変
、
肝
が
ん

へ
と
進
行
し
ま
す
。

　

他
に
も
特
定
の
薬
剤
や
遺
伝
的

要
因
な
ど
が
関
与
す
る
特
定
成
因

脂
肪
性
肝
疾
患
、
原
因
が
特
定
さ

れ
な
い
成
因
不
明
脂
肪
性
肝
疾
患

が
あ
り
ま
す
。

　

主
に
生
活
習
慣
の
改
善
が
中
心

と
な
り
ま
す
。
肥
満
が
あ
る
場
合

は
食
事
療
法
、
運
動
療
法
で
体
重

を
落
と
し
ま
す
。7
㌫
以
上
の
減

無
理
な
ダ
イ
エ
ッ
ト
も
低
栄
養
性

脂
肪
肝
と
い
う
状
態
に
な
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

　

通
常
、
症
状
は
あ
り
ま
せ
ん
。

病
気
が
進
行
す
る
と
倦
怠
感
や
疲

れ
や
す
さ
、
お
腹
の
張
り
、
食
欲

低
下
、
黄
疸
（
お
う
だ
ん
）
が
で

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

血
液
検
査
と
画
像
検
査
（
超
音

波
検
査
、
Ｃ
Ｔ
）
を
行
い
ま
す
。

血
液
検
査
で
は
、
肝
臓
の
障
害
を

表
す
Ａ
Ｓ
Ｔ
、
Ａ
Ｌ
Ｔ
が
上
昇
し

て
い
る
こ
と
が
多
い
で
す
。
脂
質

や
血
糖
の
上
昇
を
伴
っ
て
い
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。画
像
検
査
で
は
、

肝
臓
に
脂
肪
が
蓄
積
し
て
い
る
か

ど
う
か
や
、
蓄
積
の
程
度
を
見
ま

す
。
肝
臓
の
組
織
検
査
を
行
う
こ

と
も
あ
り
、
脂
肪
の
沈
着
や
炎
症

の
有
無
、
線
維
化
の
程
度
を
診
断

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

2
大
成
因
と
し
て
、
代
謝
機
能

障
害
（
肥
満
、
糖
尿
病
、
高
脂
血

症
、
高
血
圧
な
ど
）
と
飲
酒
が
あ

り
、
そ
れ
ら
が
関
連
す
る
程
度
に

ま
ず
は
相
談
を

脂
肪
肝
の
治
療

脂
肪
肝
の
分
類

脂
肪
肝
の
検
査

脂
肪
肝
の
症
状

脂
肪
肝
と
は

脂
肪
肝
の
原
因
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6
月
1
日
、
勝
山
文
化
往
来
館
ひ
し
お

で
開
館
20
周
年
記
念
式
典
が
開
か
れ
ま
し

た
。
合
併
前
の
勝
山
町
が
、
か
つ
て
の
醬

油
蔵
だ
っ
た
建
物
の
寄
贈
を
受
け
、
文
化

施
設
と
し
て
の
改
修
を
行
い
、2
0
0
5

年
に
開
館
し
ま
し
た
。「
ひ
し
お
」
に
は

醤
油
蔵
に
ち
な
み
「
文
化
を
醸
し
世
界
の

人
た
ち
の
心
と
つ
な
が
る
」
と
い
う
思
い

が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
の
ほ
か
倉
敷
ア
カ
デ
ミ
ー
ア
ン
サ
ン
ブ

ル
に
よ
る
演
奏
会
も
開
か
れ
、
訪
れ
た
観

客
が
開
館
20
周
年
を
祝
い
ま
し
た
。

6
月
7
日
、
蒜
山
中
学
校
音
楽
祭
が
蒜

山
中
学
校
で
開
か
れ
ま
し
た
。
学
年
ご
と

や
生
徒
全
員
で
の
歌
が
披
露
さ
れ
た
ほ

か
、
吹
奏
楽
部
の
最
後
の
演
奏
会
と
な
る

今
回
の
催
し
に
は
13
人
の
吹
奏
楽
部
Ｏ
Ｇ

も
集
ま
り
、
吹
奏
楽
部
の
2
人
の
部
員
と

Ｏ
Ｇ
た
ち
に
よ
る
ス
テ
ー
ジ
が
披
露
さ
れ

ま
し
た
。
吹
奏
楽
部
は
、
生
徒
や
教
員
数

の
減
少
な
ど
に
よ
る
部
活
動
再
編
成
の
中

で
、今
年
度
廃
部
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

来
場
者
は
吹
奏
楽
部
の
最
後
の
演
奏
に
聞

き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

アンサンブル演奏会の様子

蒜山中学校吹奏楽部の在校生2人とOGによる演奏

文
化
を
醸
し
、心
を
つ
な
げ
る

ひ
し
お
開
館
20
周
年
イ
ベ
ン
ト

蒜
中
吹
奏
楽
部
34
年
の
歴
史
に
幕

蒜
山
中
学
校
音
楽
祭

思いっきりかけっこ 苗の運搬も一苦労 顔も服も泥だらけ

田植え綱を目印に手植えで苗を植えていく参加者

米作りで 「循環」 学ぶ米作りで 「循環」 学ぶ
わくわく田んぼわくわく田んぼLABOLABO

6
月
14
日
、
真
庭
あ
ぐ
り
ガ
ー
デ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
主

催
の
「
わ
く
わ
く
田
ん
ぼ
ラ
ボ
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

田
植
え
か
ら
収
穫
ま
で
の
一
連
の
米
作
り
を
、
全
6
回
の

イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
て
体
験
し
、
農
業
の
魅
力
と
循
環
型

農
業
・
循
環
型
社
会
へ
の
理
解
を
深
め
る
内
容
。
2
回
目

と
な
る
こ
の
日
は
、
市
内
外
か
ら
約
1
0
0
人
の
親
子
が

参
加
し
ま
し
た
。
参
加
者
た
ち
は
農
業
の
今
と
昔
の
違
い

に
つ
い
て
講
話
を
聞
き
、
田
ん
ぼ
に
入
っ
て
か
け
っ
こ
を

楽
し
ん
だ
後
、
全
身
泥
だ
ら
け
に
な
っ
て
稲
の
手
植
え
を

行
い
ま
し
た
。
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まちの話題

　

6
月
14
日
、
北
房
文
化
セ
ン
タ
ー
で
北

房
ホ
タ
ル
の
発
表
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

北
房
ホ
タ
ル
っ
子
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
で
幕
を

開
け
た
こ
の
発
表
会
は
、
ホ
タ
ル
の
保
護

活
動
を
次
の
世
代
に
残
そ
う
と
北
房
ホ
タ

ル
の
文
化
推
進
継
承
の
会
が
毎
年
開
い
て

い
ま
す
。
北
房
小
学
校
4
年
生
の
発
表
で

は
ク
イ
ズ
を
交
え
ホ
タ
ル
を
守
る
た
め
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伝
え
ま
し
た
。
最
後
に
去

年
の
4
年
生
が
作
っ
た
歌
「
未
来
を
て
ら

す
光
」
を
全
員
で
合
唱
し
、
ホ
タ
ル
を
守

る
活
動
に
つ
い
て
学
び
を
深
め
ま
し
た
。

　

5
月
下
旬
か
ら
6
月
下
旬
に
か
け
て
、

勝
山
文
化
セ
ン
タ
ー
で
市
内
の
子
ど
も
た

ち
を
対
象
に
、
ブ
レ
イ
ク
ダ
ン
ス
教
室
が

開
か
れ
ま
し
た
。
教
室
は
、
市
内
の
子
ど

も
の
居
場
所
作
り
を
進
め
る
勝
山
公
民

館
講
座
と
し
て
行
わ
れ
、
2
回
目
の
6
月

10
日
に
は
4
人
の
小
学
生
が
参
加
し
ま
し

た
。
子
ど
も
た
ち
は
、
市
内
の
ブ
レ
イ
ク

ダ
ン
ス
チ
ー
ム
「
ス
ー
パ
ー
マ
ニ
ワ
ブ
ラ

ザ
ー
ズ
」
の
リ
ー
ダ
ー
の
ラ
イ
チ
さ
ん
か

ら
、
ス
テ
ッ
プ
や
フ
ッ
ト
ワ
ー
ク
な
ど
を

楽
し
み
な
が
ら
教
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

北房小学校４年生による発表の様子

ライチさん（写真右）から基礎フットワークを教わる参加者

勝山文化協会日本画教室の
メンバー岩元志げ子さんが、
自宅で日本画を中心とした
近作による個展を開きまし
た。岩元さんの人生初の個
展には多くの人が訪れ、自
然の魅力を伝える作品の
数々を鑑賞していました。

6/14 岩元志げ子作品展「季（ひと） 」

落合の西原地区で有志によ
る西原だれでも食堂が開か
れました。この取り組みは
住民同士の交流や子どもの
居場所づくりなどが目的で
す。参加者は会話を弾ませ
ながら、温かい手作りの料
理を堪能していました。

6/15 絆深め住みよい地域目指す

普門寺とその周辺であじさ
い祭りが開かれました。こ
の時期ならではの御朱印を
受けられるほか、写真家に
よる写真展や音楽ライブな
ども行われ、鮮やかな青色
の紫陽花と共に訪れた人た
ちを楽しませていました。

6/7 花の山寺を染める青

5 年ぶりに復活した館内フ
リーマーケットと、コロナ
禍で企画された、くるま
deフリマを合わせたエス
パスフリーマーケットが初
めて開かれました。雑貨や
日用品がずらりと並び、訪
れた人でにぎわいました。

湯原クライミングセンター
で、スポーツクライミング
の普及と、気軽に実力を試
す機会の提供を目的とした
大会が行われました。選手
たちは日頃培った技術を発
揮し、目の前の壁を完登し
ようと挑んでいました。

5/25

5/25

エスパスフリーマーケットにぎわう

そびえる壁、力と技で挑む

ホ
タ
ル
を
守
る
活
動
を

北
房
ホ
タ
ル
の
発
表
会

楽
し
く
体
を
動
か
そ
う

ブ
レ
イ
ク
ダ
ン
ス
教
室
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皆
さ
ん
は
靴
の
手
入
れ
を
し
て
い

ま
す
か
。
私
は
簡
単
で
は
あ
り
ま
す

が
、
定
期
的
に
す
る
よ
う
に
し
て
い

ま
す
。
そ
の
た
め
、
毎
年
梅
雨
に
な

る
と
、「
今
日
も
雨
か
、
靴
が
濡
れ

る
…
」
と
思
う
日
々
。
し
か
し
今

年
、
防
水
素
材
の
靴
を
手
に
入
れ
ま

し
た
。
何
度
か
雨
の
日
に
履
き
ま
し

た
が
、
中
が
濡
れ
ず
、
感
動
し
ま
し

た
。
こ
れ
で
も
う
梅
雨
も
怖
く
あ
り

ま
せ
ん
。
ま
あ
、
や
っ
ぱ
り
晴
れ
の

方
が
好
き
で
す
け
ど
ね
。 

村
松

　

気
が
付
け
ば
も
う
20
年
。
真
庭
市

合
併
の
年
に
生
ま
れ
た
赤
ち
ゃ
ん

が
、
も
う
20
歳
の
大
人
で
す
。
約
20

年
前
、
自
分
も
合
併
直
前
の
平
成
16

年
度
に
入
職
し
た
こ
と
を
思
い
出
し

ま
し
た
。い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が
あ
り
、

い
ろ
い
ろ
な
も
の
が
変
わ
り
ま
し
た

が
、
一
番
変
わ
っ
た
の
は
自
分
の
体

力
と
い
う
気
が
し
ま
す
。
20
年
前
か

ら
朝
活
で
筋
ト
レ
し
て
い
た
ら
違
っ

て
い
た
の
か
も
。
今
か
ら
頑
張
ろ
う

と
思
う
こ
の
頃
で
す
。 

柿
本

▲PN サクの母

Maniwa 24


	001
	002
	003
	004
	005
	006
	007
	008
	009
	010
	011
	012
	013
	014
	015
	016
	017
	018
	019
	020
	021
	022
	023
	024

